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大野城市 2016大野城市

・特集  大野城要約筆記の会
　　　「ぴあ」との対談

・平成28年６月定例会

・一般質問（11人）
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特 集
ご
存
知
で
す
か
？
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
日
頃

聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大野城要約筆記の会
「ぴ　あ」

聞こえのサポートを
あなたに

〈
要
約
筆
記
の
会
の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
〉

　

聴
覚
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
向
け

て
、
市
の
行
事
や
各
種
講
演
会
、
会
合
な
ど
で
話

さ
れ
る
内
容
を
文
字
で
同
時
通
訳
し
て
情
報
を
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

〈
要
約
の
仕
方
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
〉

〈
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
ど

の
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
〉

　

高
齢
の
た
め
難
聴
に
な
ら
れ
た
方
を
含
め
る
と

聴
覚
に
不
自
由
を
感
じ
ら
れ
る
方
は
人
口
の
５
％

か
ら
６
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
全
国
的
に
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
す
）大
野
城
市
は
、５
，０
０
０
人
か
ら
６
，

０
０
０
人
の
方
が
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。さ
ら
に
視
覚
障
が
い
の
方
を
含
め
る
と
約

一
割
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
何
ら
か
の
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

個
人
が
対
象
の
場
合
と
多
く
の
来
場
者
が
お
ら

れ
る
ケ
ー
ス
で
違
っ
て
き
ま
す
が
「
手
書
き
で
要

約
す
る
筆
談
」、Ｏ
Ｈ
Ｐ
使
用
、「
パ
ソ
コ
ン
画
面
で

伝
え
る
」
要
約
筆
記
の
基
本
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
方
が
手
書
き
に
よ
る
要
約
よ
り

も
多
く
の
文
字
を
入
力
す
る
事
が
出
来
ま
す
。（
大

き
な
会
場
の
時
は
機
器
を
利
用
し
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
す
こ
と
に
な
り
ま
す
）

（大野城まどかぴあ大ホールでの要約筆記の様子）

「大野城要約筆記の会　ぴあ」にお話を伺いました



３

〈
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
ど

の
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
〉

　

高
齢
の
た
め
難
聴
に
な
ら
れ
た
方
を
含
め
る
と

聴
覚
に
不
自
由
を
感
じ
ら
れ
る
方
は
人
口
の
５
％

か
ら
６
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
全
国
的
に
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
す
）大
野
城
市
は
、５
，０
０
０
人
か
ら
６
，

０
０
０
人
の
方
が
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。さ
ら
に
視
覚
障
が
い
の
方
を
含
め
る
と
約

一
割
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
何
ら
か
の
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
い
つ
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
〉

　
「
手
話
の
会
」
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
奉
仕
員

と
し
て
は
か
な
り
前
か
ら
に
な
り
ま
す
が
「
大
野

城
要
約
筆
記
の
会　

ぴ
あ
」
と
し
て
の
活
動
は
平

成
19
年
か
ら
で
す
。

〈「
要
約
」
と
は
？
〉

　

要
約
す
る
ケ
ー
ス
は
様
々
で
す
。
弁
論
大
会
な

ど
の
場
合
は
発
言
者
が
推
敲
を
重
ね
、
ご
自
分
の

主
張
を
述
べ
ら
れ
る
の
で
そ
の
ま
ま
表
示
し
ま
す
。

講
演
等
の
場
合
、
文
字
デ
ー
タ
ー
は
そ
の
ま
ま
入

力
し
ま
す
が
、
発
言
内
容
は
発
言
者
の
趣
旨
・
意

図
を
把
握
し
、
受
け
手
側
の
立
場
に
立
っ
て
瞬
時

に
判
断
し
な
が
ら
表
現
を
考
え
判
り
や
す
く
文
字

に
変
え
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
「
要
約
」
で
す
。

〈
現
在
、
大
野
城
要
約
筆
記
の
会
の
会
員
数
は

何
名
で
す
か
〉

　

会
員
数
は
８
名
で
す
。
お
一
人
は
聴
覚
障
が
い

の
方
で
す
。
ご
本
人
は
要
約
筆
記
サ
ー
ビ
ス
を
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
利
用
者
側
の
立
場
に

立
っ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
要
求
さ
れ
る
の
は
何
か
、
利
用
者
の
心
情
、

わ
か
り
や
す
い
表
現
に
つ
い
て
な
ど
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
県
内
団
体
の
中
で
他
に
は
な
い

大
野
城
市
の
強
み
で
す
。

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
要
約
の
心
情
・
技
術
面

を
鍛
え
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
。
こ
の
方
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
要
約
筆
記
の
会
」
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
要
約
筆
記
と
手
話
の
活
動
の
違
い
は
何
で
す
か
？
〉

　

手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
な
い
方
、

と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
手
話
を
覚
え
る
こ
と
が

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
要
約
筆
記
を

主
な
会
話
・
情
報
手
段
と
し
な
が
ら
手
話
を
会
話

の
補
助
手
段
と
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

〈
要
約
す
る
上
で
気
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
〉

　

基
本
的
な
文
字
数
は
一
行
に
15
文
字
で
す
。
多
す

ぎ
る
と
追
っ
て
い
く
の
が
大
変
に
な
り
ま
す
。
健
常

者
は
耳
で
聞
き
な
が
ら
時
々
、
文
字
確
認
と
い
う

こ
と
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
難
聴
の
方
は
文
字

の
み
を
追
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
文
字
が
多
す
ぎ
る
と

酔
っ
た
状
態
に
な
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
な
る
べ
く

多
く
打
ち
た
い
の
で
す
が
、
文
字
数
を
考
え
な
が

ら
発
言
者
の
意
図
を
把
握
し
要
点
を
瞬
時
に
判
断

し
て
入
力
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
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〈
要
約
会
員
に
な
る
た
め
の
研
修
は
あ
り
ま
す
か
〉

　

平
成
26
年
度
ま
で
は
自
主
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
は
、
国
が
制
度
化
し
た
の
に
伴
い
、

大
野
城
市
で
も
「
福
祉
課
」
主
催
で
体
験
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
研
修
内
容
は
要
約
筆
記

を
知
っ
て
い
た
だ
く
体
験
的
講
座
、
き
っ
か
け
づ

く
り
が
主
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が

大
事
で
す
。
昨
年
度
は
研
修
参
加
者
へ
翌
週
か
ら

毎
週
日
曜
日
（
４
回
）
開
催
し
ま
し
た
。
活
動
の

趣
旨
や
具
体
的
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
中
で
、

大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た

お
二
人
の
方
が
（
お
一
人
は
対
談
に
も
参
加
）
会

員
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
々
の
新
会
員

誕
生
で
会
員
一
同
大
喜
び
で
し
た
。

（
研
修
時
期
、
要
約
筆
記
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
は

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〈
要
約
筆
記
を
お
願
い
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
。
経
費
は
ど
う
な
り
ま
す
か
〉

　

大
野
城
市
の
福
祉
課
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
も
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
日
時
が
判
れ
ば
な
る
べ
く
早
く
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
経
費
は

主
催
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
の
行
事
で
す

と
福
祉
課
に
な
り
ま
す
。

〈
議
会
や
行
政
に
要
望
さ
れ
る
こ
と
〉

　

要
約
筆
記
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
る
議
会
報
告
会
や

議
会
、
議
場
等
に
要
約
筆
記
の
要
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
要
請
が
あ
る
こ
と
で
、
要
約
筆
記
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
だ
き
利
用
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
〉

　

聴
覚
に
不
自
由
を
感
じ
ら
れ
る
方
は
高
齢
化
の

進
展
と
と
も
に
今
後
、
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
を
ご
存
じ
な
い
方
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
ま
ず
は
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
様
々
な
機
会
を
通
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

現
在
、「
手
話
の
会
」
活
動
に
つ
い
て
は
総
合
学

習
の
時
間
に
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
学
校
も
あ

り
ま
す
。「
要
約
筆
記
の
会
」
も
同
じ
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
初
め
て
聞
く
事
も
多
く
貴
重
な
対
談
で

し
た
。
お
仕
事
や
自
分
の
時
間
を
割
い
て
で
も

難
聴
の
方
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
の
思
い
で
活

動
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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平成28年度公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会の予算
について

専決処分の報告について（仲畑一丁目市道における車両損傷事故
に係る損害賠償の額の決定及び和解について）

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の
額の決定及び和解について）

待機児童の解消に向けて認可保育所整備計画及び保育士確保
対策の充実と処遇改善を求める意見書の提出について

第53号議案「平成28年度大野城市一般会計補正予算（第２号）」
に対する附帯決議案について

平成28年度公益財団法人大野城まどかぴあの予算について

平成28年度公益財団法人大野城市体育協会の予算について

閉会中における所管事務調査等の通知について

財産の取得について

財産の取得について

平成27年度大野城市水道事業会計予算繰越計算書について

平成28年度大野城市土地開発公社の予算について

平成27年度大野城市下水道事業会計予算繰越計算書について

平成27年度大野城市一般会計予算繰越計算書について

業務委託契約の締結について

審 議 結 果 一 覧
平成28年第２回６月定例会
本会議結果件　　名議案番号 付託委員会

第47号議案

第48号議案

第49号議案

第50号議案

第51号議案

第52号議案

第53号議案

第54号議案

第55号議案

第56号議案

第57号議案

第58号議案

第59号議案

第60号議案

報告第１号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

意 見 書 案
　 第 1 号 　

決 議 案
　 第 1 号 　

全会一致可決

全会一致可決

報告

承認

賛成多数　可決
（賛成17・反対2）

全会一致可決

承認

総務企画委員会

福祉文教委員会

総務企画委員会

予算委員会

都市環境委員会

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

専決処分した事件の承認について（大野城市税条例等の一部を
改正する条例）
専決処分した事件の承認について（大野城市都市計画税条例の
一部を改正する条例）
専決処分した事件の承認について（大野城市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例）

平成28年度大野城市一般会計補正予算（第２号）について

平成28年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

大野城市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市議会議員及び大野城市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について
大野城市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）

宇宙船地球号を守る為の提議・地球社会建設決議提議書陳情第３号

賛成多数　可決
（賛成16・反対3）

〈
要
約
筆
記
を
お
願
い
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
。
経
費
は
ど
う
な
り
ま
す
か
〉

　

大
野
城
市
の
福
祉
課
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
も
仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
す
の
で
日
時
が
判
れ
ば
な
る
べ
く
早
く
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
経
費
は

主
催
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
の
行
事
で
す

と
福
祉
課
に
な
り
ま
す
。



６

全国市議会議長会表彰
受賞報告

全国市議会議長会表彰
受賞報告

関岡　俊実
議員として25年

５月31日に開催された第92回

全国市議会議長会定期総会に

おいて、永年勤続表彰を受け
ました。
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第57号議案

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成28年第2回6月定例会）
会派名 改革フォーラム 自民大野城 公明党 自民まどか 会派に所属し

ていない議員

議員氏名

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

関
井
　
利
夫

平
井
　
信
太
郎

田
中
　
健
一

髙
山
　
や
す
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

中
村
　
真
一

井
福
　
大
昌

森
　
　
和
也

山
上
　
高
昭

天
野
　
嘉
久
孝

松
﨑
　
百
合
子

福
澤
　
信
光

松
田
　
美
由
紀

関
岡
　
俊
実

松
﨑
　
正
和

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議

九
州
市
議
会
議
長
会

第
２
回
理
事
会

全
国
市
議
会
議
長
会

第
92
回
定
期
総
会

本
会
議（
初
日
）

広
報
委
員
会

本
会
議（
２
日
目
、質
疑
、付
託
）

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議（
３
日
目
、一
般
質
問
）

本
会
議（
４
日
目
、一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

全
員
協
議
会

広
報
委
員
会

広
報
委
員
会

５
月
25
日

30
日

31
日

６
月
１
日

２
日

６
月
６
日

７
日

８
日

９
日

15
日

16
日

20
日

７
月
５
日

14
日



７

委員会報告委員会報告

Ｑ　共同企業体ではなく、地元業者だけで空調設
備工事ができる企業はないのか。共同企業体を組
まなければならなかった理由は
Ａ　本市の指名登録をしている地場企業につい
て、Ａランクの大手企業への機械設備工事の発注
要件は7,000万円以上と規定しており、Ａランクの
工事を単独で受注できる地場企業がいないのが現
状である。地場企業がＡランクの工事にも参加で
きるためには、特定建設工事共同企業体の構成を
条件とする必要がある。

Ｑ　平均的なポスター１枚の単価、デザイン料と
写真料、紙の質等、内訳金額のルール化は考えて
いるのか
Ａ　他自治体では契約金額の透明性を確保するた
め契約金額の内訳、企画、編集、デザイン、写真撮影、
製版、印刷、製本、加工にそれぞれ幾らずつかかっ
て総額の契約金額になっているかを求めている自
治体もある。透明化と説明責任を果たす観点から
検討していくべきと思っている。

第 51号議案
「大野城市議会議員及び大野城市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について」

Ｑ　今回、総合評価方式で、技術提案も審査内容
に入っているが審査は市役所職員のみか、他の学
識経験者とか、どの様な方が審査されたのか
Ａ　総合評価における技術評価等の審査について
は、建築技師を含む市役所の職員で１次審査を行
い、その評価結果について、副市長を委員長とし、
各部局長で構成される第１指名委員会で審査した。
その後、大学教授や弁護士が委員である福岡県総
合評価技術委員会に諮り、総合評価の審査に問題
ないとの意見を頂いた。

第 55号議案
「工事請負契約の締結（建築工事）について」

第 57号議案
「工事請負契約の締結（機械設備工事）について」

Ｑ　重度障害者医療に該当する小学生の入院にお
いて、限度日数が違ってきた内容と、実際使用さ
れる際に、20 日から７日になったときの差は、ど
のようなものがあるのか
Ａ　１日 500 円を超える場合は公費負担となり、
自己負担は 500 円が上限。今までは自己負担は 20
日間（500 円 ×20 日）＝最大１万円の負担が 7 日
間（500 円 ×7 日間）＝3,500 円となり、6,500 円の
負担軽減になる。

第 52号議案
「大野城市重度障害者医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例の制定について」

意見書案第 1号
待機児童解消を！国に下記の意見書提出！

保育園関係者や行政の担当課から、待機児童、保
育士不足などの現状を聞き、それぞれができるこ
とを実行しようと、福祉文教委員会で論議し待機
児童の解消に向けて、
①認可保育所整備計画の整備
②保育士の給与を含む処遇改善や、地域間格差の
是正を図る
③そのための財源の確保等
とした内容で大野城市議会から、国に対して意見
書を提出しました。

～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会
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視
察
来
庁 

茨
城
県
取
手
市

鳥
取
県
米
子
市

５
月
19
日

７
月
14
日

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

福
岡
県
太
宰
府
市

４
月
21
日

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

愛
知
県
扶
桑
町

７
月
15
日

総
合
福
祉
窓
口
に
つ
い
て

山
形
県
山
形
市

５
月
17
日

公
共
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
業

に
つ
い
て

愛
知
県
刈
谷
市

７
月
12
日

（
仮
称
）大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と

館
に
つ
い
て

Ｑ　「まどか号」の購入計画はどうなっているか

Ａ　「まどか号」は全部で6台あり、今年度で5台の
買い換えが終わる。来年度、1台買い換える予定で
ある。

Ｑ　買い換えた車両の取り扱いはどうなっているか

Ａ　使える部品を利用し、その後、廃車する。

Ｑ　昨年購入した消防ポンプ自動車と比較して、

仕様・価格はどうなっているか

Ａ　車両の仕様については、昨年と同様であるが、
落札金額は、昨年より若干上がって 2,331 万円と
なった。

第 59号議案
「財産の取得（第 1 分団消防ポンプ自動車）　　　
について」

第 60号議案
「財産の取得（コミュニティバス）について」

Ｑ　南コミュニティセンター及び北コミュニティ

センターに期日前投票所を増設する理由は

Ａ　今後の投票率の向上に向け、期日前投票の利
用者が少ない南地区と投票率が最も低い北地区を
選定した。

Ｑ　子ども食堂支援事業における 40 万円の活用

方法は何か

Ａ　１台あたり20万円を切るぐらいの冷蔵庫及び
冷凍庫を1台ずつ購入することにしている。

Ｑ　地域資源情報発信アプリ「ジョークエスト」

の委託料 350 万円の内訳は。また、毎年、必要と

なる経費か

Ａ　基本システムに付加機能や拡張機能を追加す
る費用である。また、次年度以降も状況や利用者
からの意見を整理した上で、他の付加機能を追加
する場合もある。

第 53号議案
「平成 28年度大野城市一般会計補正予算（第 2号）
について」

Ｑ　国保の県単位化を実施するにあたり、各自治

体、各市町村も同じシステムを使うのか

Ａ　具体的にどういうデータを利用していくかは
決定していないが、国の方針として全国的に統一
したシステム仕様になる。

第 54号議案
「平成 28 年度大野城市国民健康保険特別会計補正
予算（第 1号）について」

都 市 環 境 委 員 会

予 算 委 員 会

予算委員会で一般会計補正予算に対する
附帯決議案が上程され本会議で可決

第53号議案「平成28年度大野城市一般会計補
正予算（第2号）について

◇３款２項７目青少年・児童育成費の「青少年・児
童育成事業費」について、補助金の支出先が不透
明であるので、それを明確にした上で予算執行する
こと。
◇大野城市議会基本条例第11条の規定により、こ
の件に関しての事後の状況等の報告を行うこと。
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災
害
時
の
避
難
所
で
の
備
蓄
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

想
定
避
難
者
数
２
，３
０
０
人
の
１
日

分
に
相
当
す
る
量
の
食
料
品
、
日
用

品
を
備
蓄
し
て
い
る
。

本
市
で
の
防
災
に
必
要
と
さ
れ
る
機

材
器
具
は
足
り
て
い
る
か

熊
本
地
震
で
の
課
題
等
も
踏
ま
え
、

新
た
に
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
資
機
材
等
が
あ
れ
ば
追
加
し
た
い
。

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
て
備
蓄
は
、

ど
の
よ
う
な
改
善
を
考
え
て
い
る
か

熊
本
地
震
直
後
は
、
避
難
所
に
お
け

る
食
料
等
の
物
資
の
不
足
、
避
難
所

間
で
の
物
資
の
偏
り
、
車
中
泊
で
の

避
難
者
の
把
握
漏
れ
等
の
問
題
が
生

じ
た
。
今
後
、
具
体
的
に
不
足
し
た

品
目
や
数
量
、
避
難
者
の
形
態
な
ど

に
つ
い
て
検
証
し
、
本
市
備
蓄
計
画

の
品
目
、
数
量
の
見
直
し
を
含
め
て
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。
　
　
　

　
　
　

災
害
発
生
時
は
被
災
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
防
災
士
の
力
が
非
常
に

有
効
で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か

答 問答 答

答答

問

問

問問

防
災
士
は
災
害
時
の
み
な
ら
ず
平
常

時
に
も
地
域
あ
る
い
は
職
場
に
お
け

る
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
に
も
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

防
災
士
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
、
地
元
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
新

し
い
防
災
組
織
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か市
内
の
各
地
域
に
防
災
士
が
配
置
さ

れ
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
防
災
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
の
方
々
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
づ

く
り
を
今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像をみることができます。

★大規模災害時に於ける本市の対応
　について 平井信太郎

★都市計画について森　　和也

★（仮称）大野城心のふるさと館と
　大野城市のにぎわいづくりにつ
　いて

山上　高昭

防
災
士
が
活
躍
で
き
る
新
た
な

　
　

防
災
組
織
を
作
ろ
う
！

防
災
士
が
活
躍
で
き
る
新
た
な

　
　

防
災
組
織
を
作
ろ
う
！

平　

井　

信
太
郎

▲映像はこちら

★災害時の本市の対応について関井　利夫

　★届出保育所と待機児童対策、
　子育て支援について松﨑百合子

★災害対策基本法と個人情報利活用
　について

松下　真一

　障害者差別解消法の推進について
★障がい者福祉の充実したまちづく
　りへ

大塚みどり

★共同溝について井福　大昌

松田美由紀

★小中学校の学級担任が決まってい
ないという不測の事態について
特別支援学級・太宰府特別支援
学校について
がん検診について

清水　純子
★地域公共交通の活性化とコミュニ
ティバス
吹き付け材等に使用されているア
スベスト（石綿）について

河村　康之
★災害時における福祉避難所につい
て
学校での「医療的ケア」の必要
な児童・生徒への対応について
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大
規
模
災
害
の
時
に
支
援
す
る
・
支

援
さ
れ
る
「
災
害
協
定
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か

平
成
17
年
４
月
に
、
県
内
の
全
自
治

体
間
で
、「
災
害
時
に
お
け
る
福
岡
県

内
市
町
村
間
の
相
互
応
援
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
締
結
し
た
。
水
道
に

関
し
て
も
、
福
岡
都
市
圏
の
各
自
治

体
や
水
道
事
業
者
と
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
民
間

会
社
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
は
応
急
対
策
業

務
の
支
援
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
の

施
設
利
用
、
災
害
に
係
る
情
報
発
信

に
関
す
る
も
の
や
物
資
の
供
給
に
関

す
る
協
定
な
ど
を
締
結
し
て
い
る
。

今
後
は
医
療
分
野
、
物
流
、
飲
料
水

の
供
給
や
介
護
士
、
手
話
通
訳
士
な

ど
の
人
的
支
援
に
関
す
る
協
定
の
締

結
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害

時
に
は
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
人
的

支
援
や
各
事
業
者
や
市
民
の
皆
様
か

ら
の
物
的
支
援
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
も
見
込
ま
れ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
支
援
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

答 問

答 問
災
害
時
の
自
治
組
織
の
働
き
に
つ
い

て災
害
発
生
時
に
は
、
市
災
害
対
策
本

部
が
実
施
す
る
避
難
情
報
の
発
令
や

伝
達
、
避
難
所
の
開
設
、
市
域
被
災

箇
所
の
把
握
と
復
旧
対
応
、
被
災
者

救
済
等
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
各

区
自
主
防
災
組
織
が
避
難
訓
練
や
図

上
訓
練
、
防
災
講
話
（
研
修
）
等
を

実
施
し
、
災
害
時
に
近
所
で
助
け
合

え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

災
害
時
の
本
市
の
対
応（
災
害
協
定
）

　
　

に
つ
い
て

災
害
時
の
本
市
の
対
応（
災
害
協
定
）

　
　

に
つ
い
て

関　

井　

利　

夫

本
市
の
水
道
利
用
の
加
入
金
は
、
春

日
市
・
那
珂
川
町
の
２
倍
、
福
岡
市

の
約
７
倍
か
ら
８
倍
と
高
い
状
況
だ

が
、
そ
の
理
由
は
な
ぜ
か
。
近
隣
水

準
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か

現
在
の
加
入
金
は
、
平
成
９
年
度
改

定
し
た
も
の
で
、
大
野
城
市
水
道
事

業
第
７
期
拡
張
事
業
に
係
る
経
費
を

も
と
に
算
出
し
た
。
こ
の
事
業
で
、

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
受
水
量
の
増

や
自
己
水
源
開
発
、
瓦
田
浄
水
場
の

拡
張
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

上
質
な
水
質
を
供
給
す
る
た
め
、
瓦

田
浄
水
場
に
お
い
て
は
近
隣
の
事
業

体
に
は
な
い
生
物
処
理
や
粒
状
活
性

炭
処
理
な
ど
の
高
度
浄
水
処
理
を
導

入
し
て
お
り
、
近
隣
よ
り
も
高
い
加

入
金
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
期
間
中

の
見
直
し
は
難
し
い
が
、
平
成
31
年

度
以
降
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
次

中
期
経
営
計
画
を
策
定
す
る
中
に
お

い
て
、
加
入
金
の
減
額
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
ぺ
い
率
・
容
積
率
を
見
直
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
考
え
を
伺
う

福
岡
市
が
平
成
24
年
に
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
を
建
ぺ
い
率
40
％
、
容

答

答

答 問

問

問

積
率
60
％
か
ら
条
件
つ
き
で
同
50
％
、

80
％
に
緩
和
し
て
い
る
。
今
後
、
他

自
治
体
の
見
直
し
事
例
や
状
況
等
を

研
究
し
、
ま
た
緩
和
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を

1
6
5
㎡
と
し
た
地
域
が
多
く
あ
り
、

3
3
0
㎡
未
満
の
敷
地
は
分
割
で
き

な
い
。
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
空
き
家
対
策
に
も
繋
が

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か

現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え
て
い
な

い
が
、
全
国
の
事
例
を
見
る
と

1
5
0
㎡
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
の
で
、
自
治
体
の
事
例
や
状

況
等
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

森　
　

和　

也

都
市
計
画
に
つ
い
て

　
　
（
発
展
を
目
指
す
観
点
か
ら
）

都
市
計
画
に
つ
い
て

　
　
（
発
展
を
目
指
す
観
点
か
ら
）
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

本
市
の
小
中
学
校
で
学
級
担
任
が
決

ま
ら
な
い
ま
ま
の
状
態
で
始
業
式
、

入
学
式
を
迎
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か

各
学
校
の
教
員
は
教
諭
と
福
岡
県
教

育
委
員
会
に
登
録
し
て
い
る
講
師
に

よ
り
配
置
さ
れ
る
。
今
回
は
そ
の
講

師
が
不
足
し
て
い
る
。
４
月
当
初
の

講
師
の
不
足
の
数
は
12
名
、
現
在
不

足
数
は
５
名
。
教
務
主
任
や
少
人
数

事
業
担
当
な
ど
の
担
任
を
持
た
な
い

教
員
が
担
任
を
持
つ
な
ど
対
応
し
て

い
る
。

な
ぜ
教
員
不
足
に
な
っ
た
の
か
。
学

級
担
任
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
は
過
去

に
も
起
き
て
い
た
の
か

本
年
度
各
市
町
村
に
お
い
て
、
特
別

支
援
学
級
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
、

福
岡
県
教
育
委
員
会
へ
の
講
師
の
登

録
者
数
が
前
年
に
比
べ
て
少
な
か
っ

た
た
め
。
過
去
に
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。

保
護
者
か
ら
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
や

対
応
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
へ
は
な
い
が
、
学
校
に

答答答 問問問

答答答 問問問
は
数
件
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
る
。

現
状
、
今
後
の
配
置
の
見
込
み
等
を

保
護
者
に
説
明
を
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
村
や
福
岡
県
の
教
員
不
足

の
状
況
は
ど
う
か

現
在
の
不
足
数
は
筑
紫
野
市
４
名
、

春
日
市
６
名
、
太
宰
府
市
１
名
、
那

珂
川
町
２
名
。
県
全
体
で
35
名
。

一
昨
年
か
ら
福
岡
県
内
の
他
の
自
治

体
で
教
員
不
足
の
た
め
臨
時
教
員
免

許
を
持
つ
現
役
の
大
学
生
を
教
員
と

し
て
任
用
す
る
事
例
が
あ
る
。
本
市

で
も
起
こ
り
う
る
の
で
は
な
い
か

大
野
城
市
が
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な

る
こ
と
は
な
い
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
は
、
今
回
の

状
況
を
踏
ま
え
、
対
策
を
講
じ
る
よ

う
に
要
望
を
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
教
員
が
不
足
し
て
い
る

　
　

現
状
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
教
員
が
不
足
し
て
い
る

　
　

現
状
に
つ
い
て

松　

田　

美
由
紀

保
育
所
定
員
増
の
実
現
計
画
は

平
成
31
年
度
の
定
員
２
，０
８
１
人
の

目
標
達
成
に
あ
と
40
人
。
現
在
は
公

立
の
認
可
保
育
所
が
３
施
設
で
定
員

４
０
０
人
、
私
立
の
認
可
保
育
所
が

12
施
設
で
定
員
１
，６
０
３
人
、
小
規

模
保
育
事
業
所
が
２
施
設
で
定
員
38

人
、
合
計
17
施
設
で
２
，０
４
１
人
の

定
員
。

待
機
児
童
数
は

昨
年
４
月
は
46
人
、
10
月
は
１
３
１

人
、
本
年
３
月
に
は
２
５
１
人
。
本

年
４
月
は
91
人
と
昨
年
よ
り
増
加
。

今
後
も
年
度
末
に
か
け
て
増
加
の
見

通
し
。

い
わ
ゆ
る
「
無
認
可
保
育
所
」
が
「
届

出
保
育
所
」
と
し
て
施
策
に
導
入
さ

れ
た
経
緯
は

健
康
診
断
費
補
助
事
業
と
研
修
派
遣

補
助
事
業
は
、
国
、
県
の
補
助
を
活

用
し
平
成
21
年
度
に
事
業
開
始
。

届
出
保
育
施
設
の
園
児
数
は

市
内
に
12
施
設
、
本
年
４
月
の
園
児

数
３
２
６
人
。
内
２
２
５
人
が
本
市

の
児
童
。

答 問答 問答 問答 問

答 問答 問答 問
届
出
保
育
施
設
運
営
支
援
事
業
は

①
施
設
運
営
費
、②
施
設
整
備
や
備
品

購
入
費
と
し
て
、①
０
〜
２
歳
の
待
機

児
童
、②
市
内
児
童
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入

所
人
数
に
応
じ
た
補
助
を
実
施
。

待
機
児
童
支
援
事
業
と
は

待
機
児
童
が
届
出
保
育
施
設
に
入
所

し
た
場
合
、
認
可
保
育
所
に
入
所
ま

で
の
間
保
育
料
の
差
額
の
半
額
を
保

護
者
に
補
助
す
る
事
業
。

届
出
保
育
所
と
の
更
な
る
連
携
は

現
在
大
野
城
市
届
出
保
育
施
設
会
と

毎
年
意
見
交
換
を
実
施
。
今
後
も
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

届
出
保
育
所
支
援
と

　
　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

届
出
保
育
所
支
援
と

　
　

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

松　

﨑　

百
合
子

待機児童推移（地区別）
■中央地区　■東地区　■北地区　■南地区

15年4月
46人

300

250

200

150

100

50

0人数
15年10月
131人

16年3月
251人

16年4月
91人

23
17 54

36

25
16

100

48

52

27
11

37

16

51

6
0
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福
祉
避
難
所
と
は
何
か
？
ど
こ
に
何

か
所
あ
る
の
か
？

福
祉
避
難
所
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
、
要
配
慮
者
の
方
々
が

安
心
し
て
避
難
生
活
を
で
き
る
避
難

所
で
、
本
市
に
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
・
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
・

福
岡
県
市
町
村
職
員
研
修
所
・
民
間

の
高
齢
者
施
設
・
障
が
い
者
施
設
の
、

全
23
カ
所
と
な
る
。

福
祉
避
難
所
の
周
知
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
？

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
。
災
害
発
生
時
、
ど
の

福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
か
は
、
災

害
の
規
模
や
、
要
配
慮
者
の
避
難
状

況
に
応
じ
て
決
定
す
る
。
熊
本
地
震

で
、
福
祉
避
難
所
の
存
在
自
体
が
被

災
者
に
対
し
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
福
祉
避
難
所
の
開

設
時
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
確
実

に
情
報
伝
達
を
し
て
い
く
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
利
用
者
へ
の
配

慮
は
？

症
状
も
個
人
差
が
多
様
で
、
特
段
の

配
慮
が
必
要
、
例
え
ば
、
間
仕
切
り

答答 問問答 問

答 問
ス
ペ
ー
ス
や
個
室
を
用
意
す
る
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
応
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
家
族
へ
の
サ

ポ
ー
ト
も
含
め
て
保
健
師
等
で
行
う

こ
と
に
な
る
。

今
後
の
福
祉
避
難
所
の
在
り
方
は
？

要
配
慮
者
本
人
が
指
定
す
る
地
域
支

援
者
、各
区
自
主
防
災
組
織
、そ
の
他
、

福
祉
関
係
者
等
と
市
災
害
対
策
本
部

が
連
携
し
避
難
誘
導
等
、
避
難
者
に

合
っ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
訓
練
を
継
続
し
、
必

要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

災
害
時
に
お
け
る「
福
祉
避
難
所
」の

　
　

利
用
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る「
福
祉
避
難
所
」の

　
　

利
用
に
つ
い
て

河　

村　

康　

之

石
井
久
氏
の
大
野
城
市
に
対
す
る
貢

献
に
つ
い
て

石
井
氏
は
、
ふ
る
さ
と
大
野
城
市
に

も
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
で
あ

る
。
大
野
城
市
の
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
地
域
の
施
設
整
備
な
ど
、

寄
附
等
を
通
じ
て
多
大
な
ご
貢
献
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
市
の
給
付

型
の
奨
学
金
制
度
の
設
立
、
大
野
小

学
校
１
０
０
周
年
の
記
念
事
業
の
折

の
野
外
学
習
場
の
整
備
、（
仮
称
）
大

野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
さ
ら
に
は

（
仮
称
）
牛
頸
多
目
的
広
場
整
備
事
業

へ
の
寄
附
な
ど
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

続
け
た
石
井
氏
の
ご
貢
献
は
は
か
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

大
野
城
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

平
成
30
年
７
月
に
開
館
予
定
の
（
仮

称
）
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
、

本
市
に
縁
の
あ
る
人
物
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

石
井
久
氏
の
よ
う
に
郷
土
の
発
展
に

ご
貢
献
い
た
だ
い
た
方
々
を
初
め
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
学
術
な
ど
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
、

あ
る
い
は
本
市
に
関
わ
り
の
あ
る
歴

答答 問問

史
上
の
人
物
な
ど
、
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
を
幅
広
く
紹
介
す
る
。

ま
た
、
最
近
は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
自
治
体
も

出
て
き
て
い
る
。
先
進
事
例
を
参
考

に
、
幅
広
い
視
点
か
ら
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
た
い
。

現
在
、
魅
力
発
信
の
具
体
的
取
組
み

と
し
て
、
地
域
資
源
情
報
発
信
ア
プ

リ
「
ジ
ョ
ー
ク
エ
ス
ト
」
の
整
備
や
、

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
大
野
ジ
ョ
ー
」

を
、
幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

イ
ラ
ス
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
フ
リ
ー
化
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

山　

上　

高　

昭

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
た
め
の

　
　

魅
力
発
信
を

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
た
め
の

　
　

魅
力
発
信
を

大野城市・大野城跡 PRキャラクター
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

2003 年の水害の模様

改
正
災
害
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

平
成
25
年
の
改
正
で
、
市
に
災
害
時

要
援
護
者
名
簿
の
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
、
個
人
情
報
の
内
部
利
用
や
外

部
提
供
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
本
市
で
は
平
成
27
年
度
に
新

た
な
要
件
の
も
と
で
、
名
簿
を
作
成

し
て
い
る
。

被
災
者
台
帳
の
作
成
準
備
は
、
既
に

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
災

害
時
に
は
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
り
情
報
を
入
力
し
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
、
見
舞
金
、
被
災
者
支
援
状

況
の
総
合
管
理
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。

災
害
弱
者
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
や

各
課
で
把
握
し
た
情
報
、
ま
た
実
際

に
避
難
所
で
収
集
し
た
情
報
を
、
迅

速
に
集
約
し
一
元
的
に
把
握
し
、
福

祉
避
難
所
や
医
療
・
介
護
施
設
へ
の

案
内
や
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

確
保
等
の
要
配
慮
者
対
策
に
努
め
る
。

防
災
会
議
の
委
員
に
女
性
、
障
が
い

者
は
何
人
い
る
か

防
災
会
議
の
委
員
は
現
在
30
名
が
就

答 問答 問答 問

答 問
任
し
て
、
内
４
名
が
女
性
だ
が
障
が

い
者
の
方
は
い
な
い
。
委
員
の
構
成

は
、
防
災
士
の
組
織
化
等
も
含
め
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

個
人
情
報
の
利
活
用
の
考
え
は

災
害
時
に
は
避
難
情
報
や
、
被
災
者

の
所
在
に
関
す
る
情
報
な
ど
市
が
多

く
の
情
報
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
関
係
機
関
と
共
有
す
る
こ

と
で
円
滑
な
救
援
・
支
援
が
期
待
さ

れ
る
。
個
人
情
報
の
外
部
提
供
に
特

化
し
た
条
例
の
制
定
や
個
人
情
報
保

護
審
議
会
に
よ
る
審
議
等
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

災
害
対
策
基
本
法
と

　
　

個
人
情
報
利
活
用
に
つ
い
て

災
害
対
策
基
本
法
と

　
　

個
人
情
報
利
活
用
に
つ
い
て

松　

下　

真　

一

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
・

生
徒
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
は
、

こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
他
の
子
ど

も
と
と
も
に
平
等
に
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
委
員

会
や
学
校
が
必
要
か
つ
適
切
な
変
更
、

調
整
を
行
う
。
学
校
の
基
本
的
環
境

整
備
を
も
と
に
、
個
別
に
必
要
な
支

援
内
容
を
考
え
、
一
人
一
人
の
実
態

か
ら
、
具
体
的
に
検
討
。
合
理
的
配

慮
を
提
供
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を

大
事
に
、
よ
り
一
層
、
具
体
的
か
つ

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
に
対
し
て
安
全
安
心
な
道

路
や
駐
車
場
の
整
備
な
ど
、
地
域
社

会
の
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か

法
令
が
改
正
さ
れ
昨
年
度
よ
り
基
本

構
想
の
改
定
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
最
新
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

改
定
に
盛
り
込
む
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
関
す
る
取
り
組
み
を
市
民
に
情
報

発
信
、
啓
発
に
留
意
し
た
い
。

答 問答 問

答 問
合
理
的
配
慮
を
過
重
な
負
担
に
当
た

る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
早
期
対
応

で
合
意
形
成
を

過
重
な
負
担
に
当
た
る
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
障
が
い
者

に
対
し
理
由
を
十
分
に
説
明
し
、
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
き
め
細
や
か
な

対
応
に
努
め
る
。

一
般
市
民
に
法
律
の
周
知
を
す
る
た

め
に
、
情
報
発
信
や
啓
発
活
動
を
行

う
。
今
後
の
相
談
状
況
、
合
理
的
配

慮
の
事
例
と
し
て
集
積
さ
れ
る
情
報

の
収
集
、
相
談
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
し
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
へ

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
し
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
へ

大　

塚　

み
ど
り

身体障害者用等駐車場における
「止めたくても止めない」共生の啓発

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

白木原駅付近の電柱群

人
口
減
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
的
に

進
展
す
る
近
未
来
を
見
据
え
観
光
、

交
通
渋
滞
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
観
点

か
ら
、
ま
ど
か
号
の
行
政
間
を
越
え

た
広
域
運
営
が
必
要
で
は
な
い
か

現
在
の
と
こ
ろ
市
民
の
皆
様
か
ら
近

隣
市
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

り
入
れ
要
望
は
な
い
。

平
野
台
や
月
の
浦
方
面
は
、
ま
ど
か

号
は
走
っ
て
い
な
い
が
、
や
よ
い
号

や
か
わ
せ
み
号
が
乗
り
入
れ
可
能
に

な
れ
ば
、
博
多
方
面
へ
の
通
勤
・
通

学
が
快
適
に
な
り
、
交
通
渋
滞
、
環

境
負
荷
の
低
減
に
も
な
る
が
、
そ
の

考
え
は

博
多
南
線
交
通
対
策
協
議
会
を
通
じ

新
し
い
バ
ス
路
線
の
開
設
を
西
鉄
に

要
望
し
て
い
る
が
、
バ
ス
の
運
転
手

不
足
が
業
界
全
体
の
問
題
で
あ
り
、

新
設
バ
ス
ル
ー
ト
へ
の
対
応
が
難
し

い
よ
う
で
あ
る
。

平
成
19
年
10
月
「
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
。
昨
年
８
月
交
通
政
策
審
議

会
、
地
域
公
共
交
通
部
会
か
ら
、
地

域
公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
た
新
た

答 問答 問問

答
な
制
度
的
枠
組
み
と
そ
の
活
用
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
と
り
ま
と

め
、
最
終
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
策
定
は
ど
う
す
る
の
か

本
市
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
必
ず
し

も
計
画
の
策
定
が
必
要
な
状
況
に
は

な
い
が
、
各
自
治
体
が
連
携
を
図
り
、

公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
西
鉄
の
高

架
事
業
完
成
後
、
計
画
網
を
立
て
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
各
自
治
会
間
の

担
当
者
の
中
で
、
連
立
の
完
成
に
向

け
て
の
計
画
を
立
て
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

行
政
間
相
互
乗
り
入
れ
い
つ
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

行
政
間
相
互
乗
り
入
れ
い
つ
？

清　

水　

純　

子

本
市
の
共
同
溝
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

共
同
溝
の
実
施
実
績
は
な
い
が
、
下

大
利
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

い
て
、
一
部
電
線
地
中
化
を
実
施
し

て
い
る
。

一
部
地
域
の
み
電
線
が
地
下
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

下
大
利
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
地
元
市
民
中
心
の

研
究
会
の
中
で
景
観
へ
の
配
慮
か
ら

地
中
化
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
建
設
コ
ス
ト
等
を
検
討
し
一

部
に
お
い
て
電
線
地
中
化
を
行
っ
た
。

電
線
の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
関
わ
る
イ
ン
フ
ラ
を
地
下
共
同
溝

に
収
納
で
き
れ
ば
、街
の
景
観
、防
災
、

交
通
渋
滞
緩
和
に
も
役
に
立
つ
と
予

想
す
る
が
、
今
後
の
市
の
共
同
溝
に

関
わ
る
方
針
と
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
魅
力
あ
る
都
市
景
観
を
誘

導
す
る
た
め
、
駅
周
辺
の
電
線
地
中

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
景
観

の
み
な
ら
ず
防
災
も
視
野
に
入
れ
、

答 問答 問答 問

先
進
地
事
例
や
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
の
実
例
等
も
参
考
に
し
て
検

討
し
て
い
く
。

共
同
溝(

電
線
地
中
化)

に
つ
い
て

共
同
溝(

電
線
地
中
化)

に
つ
い
て

井　

福　

大　

昌



15

「熊本地震義援金」の募金活動を行いました！

　大野城市議会では、平成28年５月９日（月）に、全市議会議員20名が、ＪＲ大野城駅・西鉄白
木原駅・西鉄下大利駅の３か所に分かれ、被災地支援のための募金活動を行いました。
　この募金活動により集まった12万1,584円と、大野城市議会議員からの義援金20万円を合
わせた合計32万1,584円を、みなさまの温かいお気持ちと一緒に、九州市議会議長会を通じ
て、被災地に確実にお届けいたしました。
　亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災されたみなさまに心からお見舞い申し
上げます。
　同じ九州である大野城市から、一刻も早い復興を願っています。（大野城市議会議員一同）

ＪＲ大野城駅

西鉄白木原駅

西鉄下大利駅



あ
ん
て
な

あ
ん
て
な

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
日
本
の
熱
い
戦
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
３
の
参
加
国
で
出
場
選
手
は
１

万
５
０
０
人
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、
世
界
中
で
人

種
も
肌
の
色
も
違
う
人
達
が
競
技
に
く
ぎ
づ
け
に
な

り
、
ま
さ
に
世
界
を
ひ
と
つ
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
１
９
６
０
年
に
第
１

回
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
同
様
、
世
界
最
高
峰
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
す
。
競
技
を
す
る
選
手
達
は
単
に「
障
が
い
者
」

で
は
な
く
、「
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
」
と
し
て

真
剣
に
戦
う
姿
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
」
と
何
ら
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
４
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
も
施
行
さ

れ
、「
障
が
い
者
」
と
そ
う
で
な
い
人
の
垣
根
は
よ
り

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
機
に
、

心
の
中
に
あ
る
「
障
が
い
者
」
に
対
す
る
障
壁
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

平成 28年                                  （予定）第３回９月定例会

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

９月１日(木)10:00～

６日(火)10:00～

７日(水)10:00～

13日(火)　9:00～

16日(金)　9:30～

20日(火)　9:30～

26日(月)10:00～

本会議　提案理由説明

本会議　質疑・付託

各常任委員会　 ９日迄

決算特別委員会　15日迄

本会議　一般質問

本会議　一般質問

本会議　報告・討論・採決

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
.1
3
4
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・
平
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太
郎
・
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村
康
之
 ）
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長
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 〔質問〕マスコミなどで政務活動費につい
て報道されていますが、大野城市議会では、
政務活動費がどれくらいあり、またどのよ
うに使ってありますか。

〔質問〕会派とはなんですか。

〔回答〕市政に関する主義及び主張を同じく
し、調査、研究、政策立案等を目的として、
２人以上で結成されています。現在、本市議
会には、４つの会派と会派に属していない
議員が２名います。会派では代表質問を行
う他に政務活動費による視察や研修会など
を一緒に行い、調査・研究を行っています。

 〔回答〕当市議会では、政務活動費の使途に

ついて、「大野城市議会政務活動費の交付に

関する条例」に規定しています。議員一人当

たり月額３万円が交付されています。会派に

所属する議員については、会派に交付され、

会計責任者を定め政務活動費として使える

経費の範囲は厳格に決められています。ま

た、交通費等については、本市の旅費の基

準に基づき、領収書を添付することになっ

ています。

上谷　寛治 さん
うえたに　　　　かん　じ

（例）政務活動費として使えるもの

・視察、研修

・書籍等

（例）政務活動費として使えないもの

・事務所費

・政党活動費

・後援会活動費

・祝金、見舞金、寸志等


